
2024/2/28 重症筋無⼒症の研究動向 
 
2002 年から 2021 年に重症筋無⼒症 (myasthenia gravis, MG)に関する英⽂論⽂ 6,734 編を調査した研
究があります (Yang J et al. Medicine 102: 24, 2023). 世界 107 ヵ国，24,024 ⼈の著者の中で，私，鈴⽊
重明は 10 位にランクインされました． 
 

 
 
これまで慶應義塾⼤学神経内科で多くの若⼿医師に MG の臨床研究に加わっていただき，論⽂を発表し
ていただいたおかげです．あらためて先⽣⽅に感謝申し上げます．病棟で多くの難治性 MG 患者さまの
治療を担当することで臨床経験を積むだけでなく，様々な問題点を提起し，臨床研究という形で解決し
ていただきました．MG を専⾨としない先⽣であっても，MG の臨床研究を経験することで，倫理的配
慮，データ分析，統計解析，論⽂執筆，共著者とのコミュニケーションなどを学んでいただけたと思い
ます． 
 

 
国別の⽐較では，⽇本は⽶国，中国に次いで 3 番⽬の論⽂数を 20 年間維持しています．総合花巻病
院，槍沢公明先⽣を中⼼に活動している Japan MG Registry の貢献が⼤きいと思います．我々の研究成
果である，QOL を重視した軽微症状かつステロイド 5 mg/⽇以下 (MM-5 mg)を⽬標とする治療戦略



は⽇本のガイドラインは勿論，欧⽶の MG 治療にも⼤きな影響を与え続けています． 
著者トップ 10 の中でトップ 3 と 8 位の 4名は⼥性の研究者です．世界の神経内科は⼥性医師が活躍

できる領域であり，ジェンダーバイアスはありません．慶應義塾⼤学神経内科のスタッフ⼀同，ジェン
ダーを問わず個⼈の価値観に基づくキャリアを形成できる環境を準備し，若い先⽣⽅の⼊局をお待ちし
ております． 
（⽂責：鈴⽊重明） 


